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卒業生の皆さま、お元気ですか。いつも応援してくだ

さりありがとうございます。この春、48 期生を迎え、卒

業生は 11,083 名となりました。卒業生の皆さんの各

地での活躍を嬉しく心強く思っています。特に今年は

15期と 25期の皆さんが卒業 30年と 20年の記念

の同窓会を校内で開催してくださり、学校としてもたい

へんうれしいことでした。 

 

毎年夏に行われている国内外スタディツアーから、 

まずはカンボジア・ツアー（22 名参加）を紹介します。

これらツアー参加にあたっては、学校からの一律の補

助のほか、必要に応じて「喜吉フォワード奨学金」によ

る支援も行っています。 
(Facebook ICUHS Hodgepodge内を『カンボジア』で検索) 

 

「ICUHS に入学

した理由のひとつが、

このカンボジア・スタ

ディツアーの存在だ

った。昨年の学校説

明会で語られた、

『体育の授業がないカンボジアで、運動会という日本

の文化を子ども達と共有する』というコンセプトに強く

惹かれた。ただ何かを『してあげる』のではなく、『一緒

に楽しむ』という関わり方に、ICUHS らしさと、自分が

目指したい国際交流の形を感じた。」1年Ｈさん 

「カンボジアの歴史を学んだ次の日、小学校に行き

ました。ニコニコ話しかけてくれたり、食器を洗うから遊

びを離れることを何回もゆっくりと言って伝えようとして

くれたり、小さな子に自分のメダルをゆずっていたり、ボ

ールが汚れたときに洗いに行ってくれたり、ものをくれ

たり、ネームタグで仰いでくれたり…。私から話しかける

前に子ども達の方から駆け寄って来てくれたり、アイコ

ンタクトで「遊ぼう」と合図したり、自然と遊ぶ仲間が増

えていったときに

は、「言語の壁」と

いう私が恐れてい

たものがないよう

に感じられました。」

1年 S さん 

 

このツアーの中心は、

シェムリアップ近郊の村

の小学校での二日間に

わたる活動です。 

「誰かのために動くこ

とは自分自身の人生も

豊かにしてくれるものだ

と気づくことができまし

た。私の中で学びに対す

る姿勢が大きく変わり、も

のごとをより深く考えるよ

うになりました。特にその

変化を感じた出来事は、バスの中で街の様子を眺めて

いるときです。景色全体を見ていた抽象的な視点から、

具体的な道行く人や建物の構造に目線が変わりまし

た。見る場所が変わるだけで、この人は日中どうやって

生活しているのだろうか、どのようなものを食べている

のか、建物の構造はどうなっているのかなど頭の中が

疑問でいっぱいになりました。この経験が視点を変える

ことの重要さを教えてくれました。」1年 R さん 

 このスタディツアーでは、世界遺産アンコールワット

見学やトンレサップ湖クルーズだけでなく、カンボジア

の歴史や現地に残る傷跡にも触れます。 

「数々のショックでいっぱい。こんな歴史をなぜ今ま

で知らなかったのかが不思議。ホロコーストみたいに

語られても不思議ではないのに。カンボジアに限らず、

僕の知らない悲惨な出来事がまだ世界各国であった

と思うと、いてもたってもいられなくなる。私たちは直接

関係のない第三者の目線から勉強するから「そうなん

だー」で済む。だからこそ、こんな悲惨な歴史に直接触

れた数時間後にはプールで大騒ぎして、翌日は小学校

で遊べる。そんな自分を俯瞰してみると、ああ、この悲

惨な出来事はあくまで僕にとっては他人事に過ぎない

のかな、とそんなふうに割り切れる自分が怖くなる。で

もほんとうの意味で理解ができなくても、その努力はで

きる。実際キリングフィールド、地雷博物館ではほんとう

に心が重くなった。骸骨の一つひとつにかつて生命が

宿っていた、ほんとうにごく普通の生活を送っていた人

が急に虐殺対象になり、家族から引き離され、牢獄に

閉じ込められ、拷問され、覚えのない罪を吐かされ、銃

殺ならよい方で、最悪の場合切り裂かれてゆっくり苦し

い死をとげてゆく。自分に起こっていたかもしれないと

思うと、急に他人事ではなくなってくる。知るということ

がどんなに大事なのか、どんな意味を持つのかを改め

て理解した気がする。」2年 K さん 

参加した生徒らの長文の感想のごく一部を紹介しま

した。揺さぶられ思いを新たにした 7 日間であったこと

が伝わります。 



新図書館（案） N棟３Fから渡り廊下で図書館へ プレゼンテーションルーム 

3 回目となる夏の瀬戸内

ハンセン療養所・広島ツア

ー（14 名参加）では、今年

は私立広島なぎさ高等学校

の皆さんに爆心地と平和資

料館の案内をしていただき、

平和についてディスカッショ

ンしました。

 

 

 

 

 

W棟（1996年竣工）の大規模改修を行います。 
まもなく創立 50周年を迎えますが、ここ数年の間に N棟、S棟、学寮、グラウンドと順次改修を進めてきました。 

来年夏から工期 16 ヶ月の予定でW棟の改修を行います。 

✔図書館を中心とした「学びのハブ」の開発 

✔グロ－バル教育・多文化共生のための空間づくり 

✔「少人数教育」に適した多用途・高機能教室の再構成 

生徒の学びを力強く支える空間として、W棟がよみがえります。ご期待ください。 

ご来校の機会にご覧いただけると幸いです。 

 

2025年度教員一同 

Facebook（ICUHS Hodgepodge） 
https://www.facebook.com/icuhs.hodgepodge/  

ICU 高校 School Now! 

https://icu-h.ed.jp/school_now/   

※本校HP からクレジットカードでご寄付いただけます。 

クレジットカード決済でお申込みいただいたご寄付の領

収書の日付は、申込日ではなく、クレジットカード会社

からICU高校に寄付金の入金があった日付となります。 

そのため、お申込みが 12 月 1 日以降になりますと、領

収書の発行日付が翌年になり、寄付金控除も翌年の

対象になります。12 月 1 日以降のお申込みで、今年の

寄付金控除をご希望の場合は、銀行またはゆうちょで

のお振込みをご利用ください。 

ICU高校HP寄付サイト 

https://icu-h.ed.jp/donation/ 

サポート募金のお願い 

https://www.facebook.com/icuhs.hodgepodge/
https://icu-h.ed.jp/school_now/

